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琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1. 研究テーマ設定の理由と本研究の目的

特別支援学校における子どもの性的間題は，乗り越えるべき重要な実践的課題の 1つである。知的な

発達に障害のある子どもも，第二次性徴の発現は通常発達の子どもとほとんど変わりのないことが各種

調査に報告されているものの（児嶋他， 1996)，実際に特別支援学校において，十分な性教育が実施され

ているかについては疑間もある。原 (2010) によれば，知的障害児への学校での性教育は，継続的な取

り組みや教材等の開発も困難な状態が今日まで続いており，その背景には学習指導要領の中での性教育

の位置づけがあいまいなことに加えて，教員や保護者の中にある「寝た子を起こすな」という性教育へ

の消極的姿勢が存在する。更に， 2003年頃に起こった「七生養護学校事件」 1)がもたらした影響も小さ

くはなし＼

内閣府が 2017年～2018年に全国の相談・支援団体を対象に行った調査では， 30歳未満の性被害の事

例のうち，障害者が関係する事例は 70件あり， 55％を占めた 2)。障害児・者は，たとえ嫌だと思っても，

それを表現したり抵抗したりすることができにくいことから，性の被害者となってしまうことや，性的

欲求の表し方や処理の仕方が分からずに，他者に無理矢理，あるいは無意識のうちに性的な行為を行い

加害者になってしまうということもありうる。また，性に関する事件の多くは，学校の教師や放課後児

童デイサービスの職員，親やきょうだいなどの，身近な人が加害者である場合が多く，こうした現実を

踏まえた「予防教育」としての側面からも， しっかりと性教育を行う必要があると考える。

教材とは，「子どもが直接学習する対象となる具体的な事実・事物・現象である。教具は，教材のモノ

的側面，モノ化された部分である。同じモノを使っても，教育目標によって使い方も重要な点も変わっ

てくる」（） 1| 地， 2021) 。また，岡野 (2018) は，「知的障害の児童•生徒は，通常の学校における学習に

よって獲得した知識や技能の定着が断片的になりやすい傾向を備えている。そのため学んだことを，実

際の生活の場面の中でいざ応用して活用しようとすると， どうしていいか分からない状況になることが

多々ある。それを克服するために，指導面では実際の生活場面に合わせながら，何度も繰り返して根気

よく学習することが必要になる」と述べている。これらの指摘から，知的障害のある子どもの理解を促

すためには一人一人の実態に合った教材・教具を用いることがより重要な課題として浮かび上がってく

るのではないだろうか。

こうした認識を下に，本研究においては，まず，特別支援学校で教師へのインタビュー調査とアンケ

ート調査を通して，学校の性教育の実態・性教育に対する教師の意識について明らかにする。その上で，

知的障害のある子どもに対して，積極的に性教育を展開していくために重要で具体的な実践課題である，

性教育の教材・教具の開発と工夫の視点と方法について，先行（実践）研究と，筆者の授業実践を通し

て明らかにすることを目的とする。

2. 研究方法

特別支援学校で教師に行ったインタビュー調査とアンケート調査を踏まえ，学校・子どもの実態，こ
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れまで行われだ性教育の実践記録を参考にしながら，子どもの理解を促すための効果的な教材・教具は

どのようなものであるか，授業実践を通した子どもの変容を見取ることで，検討を進める。

3. 研究内容

(1) インタビュー調査

特別支援学校 3校に課題発見実習で訪間した際，教師に対し，実践している性教育の具体的な内容と

性教育に対する意識や考え方について半構造的インタビューを実施した。その結果明らかになったこと

は，まず第 1に，インタビューを依頼した際に，「体育の先生に聞いて」と言われたことから，教師の中

で性教育は，保健・体育教師が行うものという意識があることである。第 2に，性教育を研究している

教師が職場内にいると，何か間題が起きた際には助言をもらうが， H頃からその教師に性教育について

学んでいる訳ではないということ。しかしながら，第 3に，性教育が必要であるという意識は教師全員

が持っており，性教育には保護者との連携が欠かせないと考えているということである。

また，こうした教師たちとは対照的に，民間の性教育研究団体に所属し，積極的に性教育に取り糾ん

でいる特別支援学校小学部のD教諭にもインタビューを行った。 D教諭は，現場においで性教育が積極

的に行われていないことに関して「ほとんどの教師は，性教育は，間題が起きた場合に行うものであり，

間題を起こさないようにするものという考えになっている」「教育課程や教科書に載っていないことに

より， どう教えたらよいかわからないのではないか」と述べていた。

(2)アンケート調査

課題発見実習を行った県立A特別支援学校と，課題解決実習を行った県立B特別支援学校の小学部 41

名，中学部 19名，高等部 20名，寄宿舎職員 3名の計 83名（男性： 37名，女性： 46名）を対象に性教育

に関してどのような考えを持っているか，またこれまで行ってきだ性教育はどのようなものであったか，

性教育の実態を把握するために，以下のようなアンケー

ト調査を行った。なお，図 5・6については記述式で回答

を求めた結果をまとめたものである。

図 lの「学校での性教育の必要性」については，「 1必

要ではないと思う～ 5とても必要だと思う」の 5件法で

回答を求めたところ平均値 4.78という結果が得られた。

このことから，多くの教員が学校で性教育を行う必要が

あると考えていることが明らかとなった。

図2の「性教育を始める適切な時期」としては，学校入

学以前と小学部低学年の回答が多かったことから，教師は

早い段階から性教育を始めることが適切であると考えて

いることが明らかとなった。

図3の「性教育の実施の経験と領域について」分かる

こととしては，性教育が最も行われている領域は自立活

動であった。次いで授業以外の時間，保健体育が同値だ

ったことから，保健体育では学習指導要領における性教

育の内容が授業内容として位置付いており，また日常生

活における様々な場面では適宜必要な性教育が行われて

いることがわかる。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

1必要ではないと思う 5とても必要だと思う

図 l 学校での性教育の必要性
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図4の「性教育の実施内容」については、清潔に関する

こと（手洗い・うがい・着替え）距離感について（パーソ

ナルスペース），プライベートゾーンについての授業を行

った教師が多かった。児嶋(2012)による教師の性教育に関

する意識調査の結果では，性教育の内容として重視するの

は「清潔」を選ぶ教師が最も多く，小学部担任は「生活習

慣」と関連した項目，中学部担任は「第二次性徴」に関連

した項目，高等部担任では「男女交際」「避妊」「性被害J

など具体的な項目を幅広く選ぶ傾向があったとしている。

紙面の都合上詳細は記載していないが，これは筆者が行っ

たアンケートにおいても同様の結果が得られた。

図 5の「性教育に関して困っていること」については，

回答を①教師自身が抱える困り感②子どもに対して感じ

る困り感③保護者に関する困り感④無しの 4つに分類す

ることができた。④無しの回答数が最も多かったが，挙げ

られた困り感の殆どは，「自分（教師）自身の性教育に対し

ての知識不足がありどのように指導したら良いのか分か

らない」「指導内容・指導方法が分からない」など教師自身

が抱えるものであった。

図6の「性教育が必要であると感じた場面」については，

「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」 3)を視点にした

8つのキーコンセプトとその他の 9つの視点で分類した。

アンケート結果からは，「人間関係」「暴力と安全確保」「人

間のからだと発達J「セクシュアリティと性的行動」の 4つ

において特に性教育の必要性を感じていることが分かっ

た4)

(3)実践研究

表 lは，知的障害のある子どもに授業を行う上でどのよ

うな教材・教具が使用されているのか，性教育に関する総

合情報誌である，‘人間と性＇教育研究協議会編『季刊セク

シュアリティ』誌に掲載された実践事例から整理したもの

である。工藤(2015)によれば，知的障害のある子どもは，

物事を抽象化することに困難さを抱えているため，実物

（自分が体験することと隔たりが少ないこと）に近い模型

教材が必要不可欠であるとされており，絵本や動両など視

覚的に訴える教材や，模型や友達同士など実際に触れた

り，体験を通して感覚に訴えたりする教材が多く活用され

ていることが特徴として捉えられる。筆者が整理した実践

事例からも，工藤が述べているような教材・教具が多く活

用されていることが分かる（糊，今回筆者が整理した実践

事例には，特別支援学校の中学部のものは見られなかった）。

自立活動

授業以外の時間

保健体育

特別活動

生活科
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図 3 性教育の実施の経験と領域（人）
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No 主な内容

1 
性器(J)洗ぃ方や扱ぃ丸

排泄の学習

2 妊婦休験、芭道休験

3 子育て休験

4 性交と避妊の学習

5 交際についての話し合い

6 ふれあい（快の休験）

7 
自分について考える

自分史

8 プうイベートゾーン

， 赤ちゃんができるまで

10 生命の誕生について

11 第二次性徴

12 その他
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表 l 知的障害のある子どもの性教育に関する教材・教具の分類5)

特別支援学校 特別支援学級 その他

【児童デイ］ 【施設】 【寄宿舎］
小学祁 中学器 高等器 小学校 中学校

【保育國・幼稚図】

・ポータプル洋式トイレ
・絵本・移動教室での実践 ペニスの榎型

・ペニス（ストッキング） ・ワギナ (7ェル

小便器ペニスの模型 ト） トイレセット【児童デイ】

．抱っこ紐にアイス／ンをつめ、擬似体険 • 7 kgのエプロン ・布のトンネル（産道） 【保・幼】

・赤ちゃん人形 ．沐浴人形 •YouTu加（動i!i)

・性交の絵を見て学ぶ
・帖士版で作成した穫型・コンドーム

コンドームの付け方の勧酉とペニスの模型

・ワークシートを11lい、デート代について
・裏員による劇・フォークダンス・合コン【膀設】

公式デートDV予防の勒画 ，性教育の絵本，デートについてのロール
考える

ビデオ・手作リハンドブック【寄宿舎】

・サイコロゲーム

・ホットウォーターベッド
・誘み開かせ「ぎゅっ」・友逹同土で握手 ・ホットタオル（マッサージ） 【保・幼】

・タオルマッサージ ・ハンドマッサージ

・ホットウォータープール
．椀組み・抱き合う・頬をつけ・頬へのキス ・サイコロゲーム・フォークダンス【11!設】

・アロマオイルマッサージ

・赤ちゃんの煩について保護者にアンケートを取

赤ちゃんのころの写真 幼い填の写真
リ，写真を添えてどの児童かクイズを行う

・絵木 「おおきくなるっていうことは」【施設】
・産まれた時の様子やエピソードを問〈

・絵本 「おおきくなるっていうことはJ

・写真絵本 「おんなのこってなあ1こ？

匿道、ベニス、ワギナの模型を作成 おとこのこってなあに？l

・写真絵本「おんなのこってなあに？ ．裸の紙人形・プライペー トゾーンを隠す洋展選び •生徒の体の輪料を写し取って切り取り、 ・絵を用い、性器と名称を確認・パンツ、プラ

おとこのこってなあに？J ・写真絵本 「おんなのこってなあに？おとこのこ 駒や外性器など、体の名シールを貼る ジャーの作成・からだうた【児童デイ】

ってなあに？j •水居を作りプライベートゾーンを穏す

性教育ビデオ「おとこのこ おんなのこ」

．励画・屈鑑・ベープサート・人形・粘土
・精子と卵子についての顕微鏡の写真

・紙芝居 「いのちのはじまり」
・エコー写真・性器が結合している図

・受精を視覚化（紙に針で穴をあける）

・教員の出産ピデオ
，妊婦さんのゲスト講話

・出産動画・団の写真クイズ・ヤゴの飼育

子宮内体験
・ビデオ「うまれるよ」・等身大の人形

赤ちゃん人形 エコー写真

•お巖の中の赤ちゃんの教員は
・エコー写頁・絵本 「セックスの絵本」

．妊娼さんや赤ちゃんがいる人をゲストに呼び、

・赤ちゃんの人形を抱く 交流をする

・絵本 「おちんちんの話j ・男女の裸の絵に下着や洋服や体のバーツを
・「男の子のからt:(J)絵本」【施設】

•スージー＆フレッド人形 つける

・虹の輪（バーソナルスベース）

・恋愛ドラマ作り・保護者からのアンケート ・保護者の声を盛1J込んだ教科魯 ・クラス通信（保護者への呼びかけ） 【幼・保】

おしゃれ体験 ・性被害にあった方々 のバフォーマンス動画 ・等身大の模型 •VRの動酉作成（マスターベー

・性感染症について（挿絵つきのプリントと図） ・人形を使ってTPOに合わせた行勁穀習 ションの擬似体験） 【施設】

・教科書 「ひとりでふたりでみんなと」

4．研究の実際

紙面の都合上，以下に実践 1と実践2を示す。なお，中間報告書では本報告書とは別の実践事例を記

載しているので，併せて参照されたい。

(1)実践 1

①期間 2021年 9月 1日～10月 29日（課題解決実習）

②対象者 県立B特別支援学校 中学部 2年生A. B課程（男子 2名女子 3名の計 5名）

③授業内容

．題材名 「ふれあいすごろくゲーム」～心と身体の触れ合い～

・目標

0触れ合いのルールを理解することができる

0自分の気持ちを他者に伝えることができる

0他者の思いを受け止め，尊重することができる

0活動に最後まで取り組み，他者と触れ合う心地良さを体感することができる
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•本時の流れ（表 2 参照）

表 2 『ふれあいすごろくゲーム』指導案

導入(5) •本時の授葵の流れについてハワーポイントで確認ずる

展開(35) ・すごろくのルールを確認する（サイコロの且（数字）・コマの進め方・

スタートとゴールの位置）

・「ふれあい」の意味・気持ちについて知る

・ふれあいずごろくゲームのルールを確認ずる（自己決定を行う・

断ることも可能であること•お礼の言葉を言う等）

・教師のデモンストレーションを見る

・ゲームを行う（自己決定の場を意識して設けたり、自分の気持ちを

他者に伝えたり、相手の気持ちを尊重ずる事を大切にする）

まとめ(5) •本時を振り返り、活動を通して良かった所を賞賛し、自己肯定感を

高める（教帥）

・ふれあいずごろくゲームで大切な事を確認ずる（自分の気持ちを他

者に伝える事•他者の気持ちを受け入れること・相手の事を考えて

行動する事が大切である事）

（大きなサイコロ）
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図8 実際に使用した教具②

（すごろく表）

表 3 生徒の実態，指導内容，教材・教具

生徒の実態 指導内容 教材・教具

•生徒同士や教員に対して距離 ・「ふれあいすごろくゲーム」を行 ・パワーポイント

が近い場面が多く見られる い，心地良い触れ合いや心地良い ・大きなサイコロ（図 7)

・個人的な性的課題が見られる コミュニケーションを経験し，自 ・「握手をする」「ハイタッチをする」などの

生徒がいる 分や相手を思いやり大切にするこ 項目を取れ入れたすごろく表（図 8)

とを学び， 日常生活に活かせるよ ・コマ（生徒それぞれが好きなキャラクター）

うにする

④授業実践の成果と課題

本授業で行ったふれあいすごろくゲームでは，ゲームの要素を活かして生徒が授業に参加することが

できること，心地良いふれあいや心地良いコミュニケーションを経験することで自分や相手を思いやり

大切にすることができることを目的に行った。「肩もみをする」「ハイタッチをする」等といったマスがあ

り，マスに書かれていることを行うか行わないか自分の意思で決めることができ，決めた際には行う相

手を選び，「00しても良いですか？」と開い， 「良いですよ」と返事がきたらそのマスに書いてあること

を実行するというルールで行った。

授業では自分の意思でマスに書かれていることを行うか行わないか全員が決めることができており，

嫌だと思うことはしつかりと断ることができていた。実習期間中に，「また，ふれあいすごろくゲームが

したい」と生徒からの意見があったり，普段初めて行うことには全く参加しない生徒が，机に伏せること

なく皆の活動を見たり，発言をしたりしていたことから，ゲーム要素が入っていれば授業への参加意欲

が増すということを実感した。また，島宗•藤澤 (2016) は，ゲームには順番や約束事を守るという社

会的行動や，合図をしたり，お礼を言ったり，励ましたりするといった他者とのコミュニケーションが

内在化されていて，ゲームの進行やペナルティ，勝敗などによる行動随伴性も明確である。「遊び」とい
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う日常生活に近い場面で楽しみながら学べる機会が提供できれば， 日常生活への般化も期待できると述

べている。教材・教具としてゲームを活用することで子どもの授業参加・理解促進が期待できるのでは

ないだろうか。課題としては，本授業で行ったことを日常生活に活かせるようにどう継続指導を行って

いくかである。

実習は期間が決まっていたため，授業後の生徒の様子を長期的にみることは不可能であったが，距離

が近くなった際や，友達の肩や髪の毛を必要以上に触ったり，場面にそぐわないタッチが見られたりし

た際には，その都度触れ合いのルールを確認した。本授業で生徒が学んだことを日常生活と繋げながら

声掛けを行うことが必要である。

(2)実践 2

①期間 2021年 9月 1日～10月 29日（課題解決実習）

②対象者県立B特別支援学校 中学部 2年生A. B課程（女子 2名）

③授業内容

．題材名 「大切な自分の体について知ろう」

・目標

0月経の適切な対処法を知ることができる

0月経時の自分の心と体の状態と比較することができる

0心と体の変化について興味をもち，進んで学習活動に取り組むことができる

•本時の流れ（表 4 参照）

表4 『大切な自分の体について知ろう』指導案

導入(5) •本時の授業の流れをパワーホインドで確認ずる

展開(35) ・思春期に起こる変化（心・体）について前時の復習をする

・なぜ月経が起こるのか意味を知る

•月経の際に起こる心と体の変化について知る
図 9 二次性徴を表す等身大の図

•月経の正しい対処法を知る（なぜナブキンを替えないといけないの

か・ナプキン交換の頻度について・ナプキンの替え方の確認）

まとめ(5) •本時のまとめと振り返りをプリントで行う

図 10 具体物（生理用ナプキン）

表 5 生徒の実態，指導内容，教材・教具

生徒の実態 指導内容 教材・教具

•月経は全員が発現しており，体の •前時で行った思春期に起こる心と体の変化について ・パワーポイント

発育•発達に関して否定的な言動 振り返る ・等身大の図（図 9)

は見られないが，上手く対処でき •月経について具体物（生理用ナプキン）を用いて適 【女の子と女の人】

ているか不透明なこと，発達段階 切な対処の仕方とナプキン交換の頻度を操作的・視 ・単語カード

的にも体と心が変化していると考 覚的に確認することで， 自分の対処の仕方が適切で ・プリント

えられる あったか生徒自身で確認できるようにする •生理用ナプキン（図

・月経時に起こる心と体の変化について学習する 10) 
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④授業実践の成果と課題

本授業は前時で行った思春期に起こる心と体の変化について復習した後，月経が何のために起こるの

か，月経の対処法について具体物（生理用ナプキン）を使って理解を促すこと，ナプキンの交換の頻度

はどのぐらいであるか経血の量を視覚的に確認しながら確かめることを目的に行った。

パワーポイントを用いて月経が起こる理由を説明した際に生徒Aから「あ！そういうことなんだ」と

いう発言があった。これまでの実践の中で生徒からの発言や感想から授業内容を理解しているか見取る

ことができず担任の先生が生徒の日頃の様子と比較して理解しているかを確認していた。しかし，この

発言はほんの一言の呟きではあるが，生徒が授業内容を理解しているかどうかを直接見取ることのでき

るものとなった。

また，具体物（生理用ナプキン）を使用して実際に処理の仕方を確認するといった操作活動を行った

ことで，生徒の実生活（月経時の実態）と照らし合わせながら授業を行うことができた。経血の量を確

認しながらどのぐらいの頻度でナプキンを替えるか確認したところ，そもそもトイレに行く回数が少な

いこと，月経の日数や経血の量に関係なく，適切なナプキンの替え方が出来ていないことが分かった。

生理用ナプキンという事物に，経血に見立てた絵の具をつけて生理という現象を視覚的に示すことによ

り，生徒がどのくらいの経血の量でナプキンを菩えているか，普段実態を把握することの出来ないこと

について知ることができた。このことから，知的障害のある子どもの理解を促すためには日常生活で普

段から使用している具体物を教材・教具として活用することの重要性が示されたと言えるだろう。

5.総合考察

特別支援学校の教師に行ったインタビュー調査とアンケート調査から学校で何らかの性教育は行わ

れており，教師の意識としても学校で性教育を行うことが必要であると考えていることが明らかとなっ

た。知的障害のある子どもたちへの性教育は，その障害特性である，学習によって獲得した知識や技能

の定着が断片的になりやすいという傾向を踏まえ，一人一人の実態に合った教材・教具を用いた性教育

を行うことが求められる。しかしながら，その具体化のためには，教師自身がどのような内容の性教育

を行ってよいか分からないことや，更にはどのような教材・教具を用いて授業を行ったらよいのか分か

らないといった課題もあり，授業を通してより実践的な検討の必要性が浮かび上がってきた。

そこで，筆者は， 1回目にすごろくを教具としてゲーム要素を取り入れた心地良いふれあいを体験す

る「ふれあいすごろくゲーム」を， 2回目には実際に生活場面で使用する具体物（生理用ナプキン）を

使って月経の処理の仕方を確認する操作活動を取り入れた授業実践を行った。

1回目の実践では，授業で扱う教材・教具にゲーム要素があると子ども達は授業への参加意欲が増加

し，普段授業に参加できない生徒や周りの友達と上手くコミュニケーションを取ることができない生徒

も積極的に参加し，授業の中でコミュニケーションを取ることができた。そして何より，授業後には今ま

で頻繁に見られた過度なタッチ（接触）が減少することになった。また， 2回目の実践から 2ヶ月程経

って生徒と先生に授叢後の変容についてインタビューを行ったところ，生徒Aからは，「（ナプキンを）

替えなければいけないと思って替えている」という答えが返ってきた。加えて先生からは，「今までナプ

キンを替える頻度は少なかったけれど，授業を受けてからは，ナプキンを替えに行く回数がだいぶ贈え

た」「生理が始まった時，生理に関して困ったことがある時には自分から話してくれるようになった」と

の成果を聞くことができた。こうした授業中の生徒の様子や，授業後の生徒の姿からも明らかなように，

子どもの行動変容につながるための性教育の授業にとって，活動的要素を含む教材・教具や実物（自分

が体験することと隔たりが少ないもの）に近い教具の有効性が確認され，その準備のための意識的な工

夫・開発という教師にとっての実践的課題が明確になった。



− 212 −

んじたち第 6号 (2022)

島内：知的障害のある子どものための性教育実践の課題

6.おわりに

本研究においての 2つの実践は全て 1学級でしか行っておらず，継続的な取り糾みとはなっていない。

更に意識的に実践を重ねることで，知的障害のある子どもの理解を促すための教材・教具の条件はより

明確になり，子どもたちのための実践創造に寄与できるものと考える。今後は本研究を土台にしながら，

筆者自身が担う小学校の教育現場において，主体的に教育実践に取り糾み，効果的な教材・教具の開発と

工夫に資するよう，研究を深めていきたい。

最後に，本研究を行うにあたっては，多くの方々にご支援いただいた。インタビュー調査とアンケート

調査に御協力をして下さった県立A特別支援学校，県立B特別支援学校の先生方，寄宿舎の貴重な実践，

「こころとからだの学習」の定期学習会に参加することを快く承諾して下さった寄宿舎職員の皆様に深

く感謝申し上げたい。

注

1) 東京都立七生養護学校では，子どもの性的逸脱行動の発覚により， 「こころとからだの学習」と名

付けられだ［生教育を含む総合的な学習を立ち上げ，様々な指導方法や教材のエ夫に取り組んだ。実

践は校長会・教頭会主催の夏期研修でも取り上げられるなど高い評価を受けていたが，都教委は「学

習指導要領を踏まえない性教育を行った」等と校長及び教職員に対し厳重注意処分を行った。

2) 西日本新聞， 2019, 「泣き寝入りも•••障害者への性暴力の実態「人間として扱われていない」 30 歳

未満の被害の半数超」『西日本新聞デジタル』 (https://www.nishinippon.co.jp/item/n/511765/閲覧

日： 2021年 12月 22日）

3) 「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」とは国連教育科学文化機関・ユネスコ (UNESCO)，世界保

健機関 (WHO)等，計 6団体によって作成されたものである。初版が 2010年に公刊され， 2020年に

改訂版の翻訳が出版された。四容はこれまでの世界のとりくみと英知を集結してまとめられだ性教

育の韮本課題と具体的な実践方向を明示した手引書であり，性教育を進めていくうえでの世界のス

タンダードとして位置付けられるものである。

4) 分類においては性教育研究会に所属している研究者と沖縄県立特別支援学校小学部の教員と検討し

ながら分類を行った。

5)“人間と性’'教育研究協議会，『季刊 セクシュアリティ』，エイデル研究所の以下の号から作成した。

No, 3, 5, 17,26, 53,63, 68,69, 71, 73, 74, 76, 78,80, 81,84, 87,88, 89,91,94,95,96, 98 
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